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抽出液 1mlに 24時間浸漬した。抽出液の吸光度を吸光光度計(MultiscanFc. Thermo 





















 統計処理は、統計ソフト（JMP 10, SAS Institute Japan, 東京）を用いて行った。実験
群と対照群の比較は、non paired-t testを用いて行った。プラスチック板の減少量と咬筋／
棘下筋のエバンスブルー量比との関係は Spearmanの順位相関係数を用いた。左右咬筋の
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図 2 灌流後の咬筋の蛍光顕微鏡像 
A：下顎下縁から１㎜上方(実験群) B：中央付近(実験群) C：頬骨弓から１㎜下方(実験群














図 5 浸潤麻酔がエバンスブルー量に与える影響 




















































0 0.005 0.01 0.015 0.02 0.025 0.03 
（順位相関係数 0.89, p<0.001）   















































*** （**p<0.01, ***p<0.001） 
A：実験群 
B：対照群 
C：麻酔側EB量／非麻酔側EB量 
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